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ガボン（2025 年度） 
• 国・地域別情報トップページへ 

• 各国・地域情勢 

• 在ガボン日本国大使館 

 

1. 2024 年度日本語教育機関調査結果 

2. 日本語教育の実施状況 

3. 教育制度と外国語教育 

4. 学習環境 

 

1.2024 年度日本語教育機関調査結果  

（注）2024 年度日本語教育機関調査は、2024 年 9 月～12 月に国際交流基金（JF）が実施した調査です。また、

調査対象となった機関の中から、回答のあった機関の結果を取りまとめたものです。そのため、当ページの文中

の数値とは異なる場合があります。 

「海外日本語教育機関調査」のページへ 

 

2.日本語教育の実施状況  

全体的状況  

 日本語教育の実施は確認されていない。  

 

最新動向  

日本語教育の実施は確認されてないが、一部の愛好家が日本語を独自に学んでおり、ボランティアベースで

JICA 協力隊員などが日本語を教えている。 

 

3.教育制度と外国語教育  

教育制度 

教育制度 

 幼児教育 3 年間，初等教育 5 年間、前期中等教育 4 年間、後期中等教育 3 年間。 

 なお、義務教育期間は 3 歳から 16 歳まで。  

 

教育行政 

機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

初等教育 中等教育 高等教育 学校教育以外 全体の合計

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/index.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/gabon/index.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/zaigai/list/africa/gabon.html
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/result/index.html
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 義務教育は国民教育省、高等教育は高等教育・科学研究・技術革新省の管轄下にある。  

 

言語事情  

 フランス語が公用語。その他ファン語などのバントゥー系諸語がある。特に当国の最多部族はファン族であり、

同族は北部国境地帯及び首都周辺に集中し、総人口の約 3 分の 1 を占めることから主要言語となっている。  

 

外国語教育  

 中学 1 年から第一外国語として英語を履修（必修）。学校によってはドイツ語、スペイン語などを第二外国語

として履修しているところもある。  

 

外国語の中での日本語の人気 

 日本語学習者は極めて少ない状況にあるが、日本のアニメ・マンガなどの人気は高く、日本語をはじめ日本文

化に関心を持つ者も存在する。  

 

4.学習環境  

教材  

初等教育 

 日本語教育の実施は確認されていない。また、ガボンでは日本語教材の入手は不可能。  

 

中等教育 

 日本語教育の実施は確認されていない。また、ガボンでは日本語教材の入手は不可能。  

 

高等教育 

 日本語教育の実施は確認されていない。また、ガボンでは日本語教材の入手は不可能。  

 

その他教育機関 

 日本語教育の実施は確認されていない。また、ガボンでは日本語教材の入手は不可能。  

 

IT・視聴覚機材  

 特になし。 

 

 

情報更新についてのお願い  

 この国の日本語教育に関する情報がありましたらお知らせくださるようお願いいたします。 
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 なお、内容の確認のため、こちらからご連絡する場合もあります。 

E メール：kunibetsu＠jpf.go.jp 

（メールを送る際は、全角＠マークを半角@マークに変更してください）  

 

 


